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【目的】

骨軟部組織感染症への抗菌薬の経静脈投与は死腔や壊死組織の存在が問題となる。持続局所

抗菌薬灌流(以下,CLAP)療法が報告されているが,有効性や局所投与におけるゲンタマイシン
(以下,GM)の合併症発生率も不明のため,CLAPの有効性と安全性を評価することを目的とし
た。

【方法】

対象患者は2021年以降,骨軟部組織感染症にGMを使用し,CLAPにおける治療を3日間以上継
続した患者を,電子カルテを用いて後方視的に調査した。
【結果】

CLAPは30例に使用された。感染症例で有効率77.2%,再発率18.1%,予防投与症例で有効率
100%,再発率12.5%であった。GM血中濃度が1.0 µg/mL以上の症例を4例認めたが,腎機能障
害は認めなかった。KDIGO分類によるステージ1の腎機能障害を2例に認めたが,いずれもGM
血中濃度が1.0 µg/mL以下の症例であり, 薬物相互作用を認めた。また第8脳神経障害は認め
ず,肝酵素の上昇を3例で認めた。
【考察】

骨軟部組織感染症にCLAPを併用し,有効性が77.2%であった。安全性に関して, 薬物相互作用
に留意することが重要である。


